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世界の多剤耐性結核対策への政治的取り組み
強化を呼びかける
（多剤耐性・超多剤耐性結核高まん延国大臣会議，北京，2009年）

本会議の概要を伝えるWHOホームページアドレスと開催の模様

　今年4月1日から3日の3日間，北京において，多剤

耐性・超多剤耐性結核に関する大臣会議が開催され

た。これは世界保健機関（WHO）と中国政府保健

省が共催し，ビル＆ミリンダ・ゲイツ財団の支援下

で，世界的に緊急課題である多剤・超多剤耐性結核

への政治的取り組みの強化，各国による結核対策の

中での予防と治療の強化，予算の確保を呼びかけて

行われた。直前の3月にリオデジャネイロで行われた

ストップ結核パートナーシップ世界会議の成果を受

けた呼びかけもなされた。この会議には世界の多剤

耐性結核高まん延国27カ国を含む32カ国から大臣級

の要人が招待され，世界的なうねりを起こすもくろ

みがあったが，WHOの一番の狙いは，最大の耐性

患者産出国である中国の政治的コミットを引き出す

ことであった。この狙いはかなり的中し，中国政府

はその保健政策の中で，結核対策や多剤耐性結核の

課題への取り組みを公表したのであった。また

WHOや政府ばかりでなく，NGOや民間組織の代表，

世界的な技術的，資金的パートナーたちも参加した。

NGOで目立ったのはMSF(国境なき医師団)などで

あった。日本からは，JICAの牛尾光宏審議役が国側

の代表，筆者が技術パートナーとして参加した。

＜世界の多剤耐性結核問題＞　最も有効な抗結核薬

リファンピシンとヒドラジッドに耐性な多剤耐性結

核(MDR-TB)は，世界で年間50万人以上の罹患が推

定されており，適切な治療を受けられるのは，その

3％程度のみである。さらにいくつかの薬剤に耐性

な超多剤耐性結核（XDR-TB）は50カ国以上から報

告されている。耐性結核の脅威に対して，緊急に世

界的な取り組みの強化がなされる必要がある。特に

HIV感染者が感染した場合は致命的である。

＜M/XDR結核の要因＞　まず不適切・不規則な治

療(基本的なDOTS政策の欠如，質の悪い薬剤など)，

次に他からの感染（医療施設の感染防御の欠如や刑

務所等特殊施設での感染），そして貧困や医療のア

クセスなど社会経済的要因がある。

＜M/XDR結核高まん延国＞　アフリカ地域では，

コンゴ，エチオピア，南アフリカ(1万6千人)，ナイ

ジェリア，東地中海地域では，パキスタン，ヨー

ロッパ地域では，アルメニア，アゼルバイジャン，

ベラルーシ，ブルガリア，エストニア，ジョージア，

カザフスタン，キルギスタン，リトアニア，ラトビ

ア，モルドバ，ロシア(4万3千人)，タジキスタン，ウ

クライナ，ウズベキスタン，南東アジア地域では，

バングラデシュ(1万5千人)，インド(13万1千人)，イ

ンドネシア，ミャンマー，西太平洋地域では，中国

(11万2千人)，フィリピン，ベトナムの27カ国が高ま

ん延国である。括弧内は特に多い国々の多剤耐性患

者数である。

＜日本への挑戦と今後の取り組み＞　日本の耐性結

核問題は世界的に大きいとは言えないが，ロシアや

中国などの近隣国が高まん延国であるため，無関心

ではいられない。従来，日本は基本的な結核対策の

国際支援には積極的に取り組んできたが，多剤耐性

結核に対してはやや消極的であったので，この会議

から多くの挑戦を受けた。特にアフリカ地域の検査

室の充実支援をもっとしてほしいという強い要請を

WHOから受けた。結核研究所としては，まず国際

研修の中で，この課題を積極的に取り入れてゆくこ

と，検査室をはじめとする技術支援での人材派遣を

してゆくことなどを表明した。

＜呼びかけ＞　会議の成果は最後に北京宣言という

形で，これからの世界的行動への呼びかけがなされ

た。この結果は，5月の第62回世界保健総会の議決

の中でも多剤耐性結核の予防と対策という項目で取

り入れられた。

（http://www.who.int/tb_beijingmeeting/en/）

　結核予防会結核研究所は，2007年のあり方検討

委員会提言に基づき，研究や活動の方向づけを

行ってきた。まず今後10年間の全体の目標を，結

核の低まん延化（10万対10達成）促進に資する役

割を果たすこと，アジア・アフリカを中心とした

世界の結核制圧の基地になることとし，4つの部

（臨床・疫学部，抗酸菌レファレンス部，対策支

援部，国際協力部）の構成，さらに「疫学情報セ

ンター」，「結核菌バンク」の2つの柱で，研究

を中心とした活動を始めたことは，本誌324号

(2008年11月)で述べた。疫学情報センターでは，

国の結核登録者情報システムへの支援，｢結核の

統計｣の編纂などと共に，様々な結核疫学情報が

発信されている。菌バンクは，我が国の結核菌の

保管や病原体サーベイランスシステムの構築を目

指して歩みだした。本稿では，それらの活動や研

究の枠組みについてさらに述べたい。

優先的プロジェクト課題への絞り込み

　提言に示された優先的活動，研究内容の概略

は，表のとおりであるが，横断的機能を持った従

来のプロジェクト制は継続しつつも，焦点を当て

た課題への絞り込みの必要から，来る数年間(概ね

3年間)は，以下の4優先課題プロジェクトが設定さ

れた。即ち，1)感染診断技術プロジェクト，2)新

抗結核薬・化学療法プロジェクト，3)分子疫学プ

ロジェクト，4)　疫学調査技術支援プロジェクト

(国際疫学実態調査が主）である。

その他のチーム研究(小プロジェクト)課題

　さらに重要な課題に対しては，情報の収集，研

究活動の窓口という意味で研究チーム責任者を指

名し，随時チーム研究活動を継続していくという

ことにした。それらは，a)アジア分子疫学，

b)HIV/TB，c)対策評価，d)保健システムと結核

対策，e)多剤耐性結核，f)潜在性結核感染症治

療，である。

他研究機関との連携や協力

　また研究の充実を図るために，いくつかの大学

(長崎大学熱帯医学研究所，東京医科歯科大学，筑

波大学，東京大学等）や研究機関とも積極的に共

同研究や人的な交流を深める試みも始められた。

　今後，これらの優先プロジェクトや小プロジェ

クト研究の計画や進行については，漸次報告して

いく予定である。

研究プロジェクトの課題
－「低まん延化の促進」と「世界の結核制圧の基地」
を目指して－

新しくなった結核研究所 (2)シリーズ 新しくなった結核研究所 (2)

表．結核研究所の優先的活動・機能（あり方検討委員会報告書2007）




